
　第３８回県高校総合体育大会（県高体連・

県教委主催）は６月１日、水前寺競技場で、

ともに初の栄冠を懸けて争ったサッカー決

勝は、全国高校サッカー選手権８強の経験

を生かしたルーテルが３－０で、学園大付

に快勝した。

　前半３分、高い相手ＤＦラインの裏を

狙ったＦＷ伊藤卓のパスにＦＷ小牧成亘が

反応して先制点。

　さらに７分後、再び伊藤の同じような狙

いの縦パスからＭＦ城天平が追加点。２ア

シストの伊藤が「（ＤＦ裏を）常に狙って

いた」というように指揮官の意図を各選手

がしっかり理解していた。後半３４分、試

合を決定付ける３点目を小牧が決めた。

　全国選手権の舞台を踏んだ選手が多く残

り、１対１の場面は巧みな駆け引きや球際

の強さで優った。小野監督は「選手権の経

験が生きている。でもこのままでは全国で

は通用しない。もっとボールを支配できる

ようにしたい」と話していた。（熊日新聞

から転載）【サッカー決勝・ルーテル－学園大付】前半３分、ルーテルの小牧が先制ゴールを決める＝水前寺競技場
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　第４６回全国社会人サッカー選手権

県予選最終日は１３日、水前寺競技場

で決勝を行い、熊本教員蹴友団が延長

戦の末、ＦＣＫマリーゴールドを２－

０で下して２連覇を果たした。

　序盤は風上に立ったマリーゴールド

が相手ＤＦラインの裏を狙って優位に

試合を進めたが、前半２０分以降は運

動量で勝る教員蹴友団がピッチを幅広

く使って多くの得点機をつくった。

　延長戦も教員蹴友団の攻勢は続き、前

半９分にＦＫからつないだ浮き球をＤ

Ｆ佐藤祐介が決めて待望の先制点。後

半９分には中央からのパスに抜け出し

たＦＷ野口慶がダメを押した。

　教員蹴友団は８月７、８日に益城町総合運動公

園陸上競技場である九州予選に出場する。

　５月２２日（土）、山鹿後藤グラウンドにて「平

成２２年度大杉杯学生サッカー大会」が開幕した。

この大会は、８月に開催される「第１４回ＮＨＫ

杯熊本県サッカー選手権大会」の学生予選を兼ね

ており、７月１１日（日）まで、１０チームで代

表権をかけた熱戦が繰り広げられる。

　試合方法は、九州大学リーグ（熊本学園大学、

熊本大学、崇城大学）３チームと、県内学生チー

ムの予選リーグを勝ち抜いた１チームで準決勝、

決勝と行う。

＜試合結果＞

５月２２日（土）

▼予選グループＡ

　熊本県立大学　２－１　東海大学九州

６月１２日（土）

▼予選グループＡ

　熊本県立大学　１－２　熊本大学医学部

▼予選グループＢ

　九州看護福祉大学　０－６　九州ルーテル学院

大学

６月１９日（土）

▼予選グループＢ

　九州ルーテル学院大学　８－３　熊本高等専門

学校　

▼予選グループＡ

　八代工業高等専門学校　１－３　東海大学九州

６月２０日（日）

▼予選グループＢ

　熊本高等専門学校　１－ 3　九州看護福祉大学

▼予選グループＡ

　八代工業高等専門学校　0－ 4　熊本大学医学

部

＜試合予定＞

７月３日（土）

▼予選グループＡ

　東海大学九州　対　熊本大学医学部

▼予選グループＡ

　八代工業高等専門学校　対　熊本県立大学

７月４日（日）

▼予選グループ決勝

　グループＡ１位　対　グループＢ１位

７月１０日（土）

▼準決勝

　九州大学リーグ２位　対　九州大学リーグ３位

　予選１位　対　九州大学リーグ１位

７月１１日（日）

▼３位決定戦、▼決勝戦

第 46回全国社会人サッカー選手権県大会

教員蹴友団２連覇

大杉杯開幕 10チームで熱戦

Category

1
社会人

Category

1
学生
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　「２００９－２０１０熊本県サッカーリーグＵ

－１５　１部後期」が、４月１１日（日）に開幕。

７月４日（日）まで各地で熱戦が繰り広げられて

いる。

　同２部後期は４月１８日（日）に開幕し、５月

２９日（日）まで行われた。グループＡはシャル

ムＦＣ熊本が優勝。準優勝は錦ケ丘中学校、第３

位は出水中学校となった。グループＢは八代第四

中学校が優勝。準優勝は八代第一中学校、第３位

は長嶺中学校となった。

熊本県サッカーリーグＵ－15
２部グループＡ  シャルム FCが優勝Category

３
中学

＜熊本県サッカーリーグＵ 15　TOP リーグ結果＞
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第 34回全日本少年サッカー大会県予選

ソレッソが初優勝  全国へ

リーグ戦導入 出場機会増え、技術向上に

　第３４回全日本少年サッカー大会県予選は３２

チームが参加し、６月１２日（土）に開幕。各地

で熱戦を繰り広げ、２０日（日）には大津町運動

公園球技場で決勝までを行った。決勝ではソレッ

ソ熊本ヴィットーリアが２－１でシャルムＦＣ熊

本を下し、初優勝を果たした。

　ソレッソ熊本ヴィットーリアは西が丘サッカー

場（東京都）で行われる決勝進出を目指し、 ７月

３１日（土）から福島県のＪヴィレッジなどで開

かれる全国大会に出場する。

＜試合結果＞

▼１回戦

　河江イレブン３－０姫戸ＦＣＪ

　リンテルナ山鹿小ＳＣ１(ＰＫ５－４)１室ＦＣ

　ＦＣＢＩＧＷＡＶＥ２－１帯山西ＦＣＪ

　熊本アクアク２－１山鹿ＦＣＪ

　シャルムＦＣ熊本２－０太陽ＳＣ熊本玉名

　豊川ＦＣ５－０ＦＣヴィラノーバ水俣

　アルバランシア熊本ＦＣ３－０豊福ＳＣ

　ビアンカスにしはら２－０ＦＣしらぬいpari

　フォルテＦＣ熊本Ｊ４－０八代フューチャーズ

　熊本ＹＭＣＡむさし３－０黒石団地

　ブレイズ熊本Ｊ２－０宇土ク

　アムソウルＦＣ０１２－０あさぎりＦＣ

　ＦＣＥＳＰＡＣＩＯ熊本３－０網津ＦＣ

　バレイアク１－０ＦＣＷｉｎｇｓ熊本

　エスペランサ熊本１－０ＦＣＫＭＡＲＲＹＧＯ

ＬＤ

　ソレッソ熊本ヴィットーリア５－０ディラネー

ロ天草

▼２回戦

　河江イレブン５－０リンテルナ山鹿小ＳＣ

　熊本アクアク５－０ＦＣＢＩＧＷＡＶＥ

　シャルムＦＣ熊本０（ＰＫ３－１）０豊川ＦＣ

　アルバランシア熊本ＦＣ３－１ビアンカスにし

はら

　熊本ＹＭＣＡむさし２－０フォルテＦＣ熊本Ｊ

　アムソウルＦＣ０１１（ＰＫ４－２）１ブレイ

ズ熊本Ｊ

　ＦＣＥＳＰＡＣＩＯ熊本３－２バレイアク

　ソレッソ熊本ヴィットーリア３－０エスペラン

サ熊本

▼準々決勝

　河江イレブン２－０熊本アクアク

　シャルム FC熊本１－０アルバランシア熊本 FC

　アムソウルＦＣ０１０（ＰＫ５－４）０熊本Ｙ

ＭＣＡむさし

　ソレッソ熊本ヴィットーリア１－０ＦＣＥＳＰ

ＡＣＩＯ熊本

▼準決勝

 シャルムＦＣ熊本 ２－０ 河江イレブン

 ソレッソ熊本ヴィットーリア ３－１ アムソウル

ＦＣ０１

▼３位決定戦

　河江イレブン ２（ＰＫ５－４）２ アムソウル

ＦＣ０１

▼決勝

 ソレッソ熊本ヴィットーリア　２－１　シャル

ムＦＣ熊本

　ＪＦＡが進めるリーグ戦の導入により、熊本県

でも２００９年度よりＵ－１２年代の生活圏内

リーグ戦がスタートしました。初年度の２００９

年度は、手探りの実施でしたが、県内の４種関係

者の皆様のご理解とご協力により、Ｕ－１０、Ｕ

－１１、Ｕ－１２の３カテゴリーで延べ４０００

試合以上を実施できました。少人数のミニゲーム

を基本として、登録選手全員の出場機会を増やす

ことを第一に、たくさんボールに触れてサッカー

の楽しさを味わいながら技術の向上につなげられ

たらと考えています。また、リーグ戦実施による

ＪＦＡからの補助金３２０万円全額を少年用ゴー

ルの購入に充てられたことも意義深いことでし

た。これまで少年用ゴールが不足し県大会等は一

般ゴールでの実施でしたが、早速先の全日本少年

大会から少年用ゴールに切り替え、チームの戦術

や技術の向上に良い影響が現れたように感じま

す。今年度もすでに各地区で実施されており、補

助金もまた全額、少年用ゴールの購入に充てられ

ますので、さらに環境面の充実が図れます。４種

関係者の皆様のご理解とご協力を引き続きよろし

くお願いします。（４種委員長　御厨　眞）

Category

４
小学
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九州女子ユース（Ｕ－15）

MELSA 熊本、準決勝で敗れる
　第１５回九州女子ユース（Ｕ－１５）サッカー

選手権最終日は６月６日、県営八代運動公園で決

勝までを行い、大分トリニータレディスが神村学

園中（鹿児島）をＰＫ戦の末下し初優勝した。

　県勢のＭＥＬＳＡ熊本ソヒーアは準決勝で神村

学園中に０－５で敗れた。

　上位２チームは８月の全日本女子ユースサッ

カー選手権に出場する。

＜試合結果＞

優勝：大分トリニータ（大分県）、準優勝：神村

学園中等部女子サッカー部（鹿児島県）、第３位：

ＭＥＬＳＡ熊本ＦＣ（熊本県）、ＮＪＳＳ（長崎県）

Category

５
女子

▲

【準々決勝・ＭＥＬＳＡ熊本ソヒーア
－マリーンズ平戸】後半２分、ＭＥＬ
ＳＡ熊本の国武（中央）がシュートを
決め５－０とする＝県営八代運動公園
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　熊本県サッカー協会の北岡長生専務理事

と「阿蘇の司ビラパークホテル」にあるＪ

ＦＡ公認サッカーフィールド「ａｓｏｖｉ

ｇｏ（アソビーゴ）」のスーパーアドバイ

ザー・吉野貴彦さんに、熊本のサッカーの

現状と未来について語り合ってもらいまし

た。　

一貫教育でサッカー王国を

　－ブラジルサンパウロにサッカー事務所

を構える吉野さんですが、１９８９年に名

門サンパウロＦＣ初来日（熊本）をコーディ

ネートするなど、日本とブラジルのサッ

カーをつなぐ仕事に携わっておられます。

熊本のサッカーの課題は何でしょうか？

　

　吉野さん：ブラジルに比べると、熊本は

各世代に断層があると思いますね。「小学

校→中学校→高校→大学・社会人→Ｊチー

ム」という大きな流れはあるんですけど、

各階層で上手く選手の引き継ぎができてい

ない。例えば、小学生が中学に入学すると

き、小学校の先生が「この子の特徴はこう

です」と、中学校の教員に申し送りはしな

いでしょう。ブラジルでは子どもからプロ

チームまで、一貫した指導をしています。

しかも、サッカー技術だけでなく、コミュ

ニケーションなどの社会的能力までお互い

に連携しながら指導しています。こういっ

た一貫教育が、“ サッカー王国 ” を築いて

いるのではないでしょうか。

　北岡さん：確かに、熊本の場合はそれぞ

れの種別が独立して運営しているので、壁

はありますね。だから、小学生や中学生が

卒業の度に、自分の進路に迷うのかもしれ

ません。しかし、日本サッカー協会のナショ

ナルトレーニングセンター制度は、「個」

の能力を高める目的のために、１２歳から

１６歳まで一貫指導をしています。現在は

ユースダイレクター制度を取り入れて、各

種別間の垣根を取り払い定期的にスタッフ

が集まりディスカッションを行っていま

す。また、ＪＦＡアカデミー熊本宇城では、

ロジング（寄宿制）で寮生活を行いながら

サッカーだけでなく、真のエリートとして

社会をリードする人材を育成するため、特

にロジカルコミュニケーションスキルの習

得、語学、リーダー教育も学習しています。

施設対策に河川敷利用

－サッカー協会を運営する立場として北岡

専務が考える課題は何でしょうか？

　北岡さん：サッカー施設が、利用者に比

べて少ないですね。ロアッソも練習場が問

題になっています。特に天然芝の施設は、

大会などが重なって、いつも満杯状態。そ

れに、天然芝は養生期間があるので、年間

年間１００日から１５０日くらいしか使え

ません。

　吉野さん：ブラジルは、場所や道具にこ

だわりません。ケースバイケースで、体育

館の中だったり、コンクリートの上でも

サッカーをやりますよ。日本はゴルフ場み

たいにきれいな芝を作りますが、ブラジル

では傷みを減らすために、大きな根の種類

の芝を植えて長めの丈に刈る工夫をしてい

ます。

　北岡：私は芝じゃなくても、短く刈った

牧草でもいいんじゃないかと思っていま

す。現在、各地域の公園や河川敷にサッカー

コートが造れないか模索しているところで

す。新たに土地を購入するのは大変ですが、

吉野貴彦
（よしのゆきひこさん）

　熊本市出身。５５歳。名門サンパウロＦＣ初来
日（熊本）のコーディネートや、大分県日本文理
大学に、日本初となる大学サッカーのブラジル人
コーチを招へいするなど、サッカーコーディネー
ターとして活躍。現在は、「阿蘇の司ビラパーク
ホテル」内ＪＦＡ公認サッカーフィールド「ａｓ
ｏｖｉｇｏ（アソビーゴ）」で、トータルスポー
ツの提案や施設の運営をしている。

熊本サッカー  
北岡専務理事と吉野貴彦さん   
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河川敷であれば問題ないと思うんです。河

川敷のグラウンドが増えれば、陸上やラグ

ビーなど他の競技にも利用できるのではと

考えています。

サッカービジネス広げたい

　－熊本サッカーの将来のために、北岡専

務が取り組みたいことは？

　北岡さん：実は今、サッカーの指導者を

やりたいとか、サッカーで生計をたててい

きたいという人が増えています。熊本の

サッカー人口約２１，０００人（キッズを

含む）。その中でコーチなどの資格を持っ

ている人は約１０００人。しかし、指導者

になれるのはほんの一部です。また、プロ

選手になったとしても、引退後の就職が問

題になります。私は、隠れた人材をもっと

生かせる環境づくりや社会づくりができな

いかと考えています。協会は、「サッカー

で地域活性」を旗印にしています。サッカー

と地域社会を盛り上げるためにも、サッ

カービジネスの土壌を広げたいと考えてい

ます。

コミュニティー力の向上を

－吉野さんが取り組んでいらっしゃること

はありますか？

　吉野さん：今の世の中って、何でも便利

になり過ぎて、その分、人間としての対話

能力や地域社会のコミュニティー機能が衰

えているのではないでしょうか。それを打

開するのがスポーツだと思います。地域活

性化のために、サッカーで町おこしがした

い。その一貫で、「ａｓｏｖｉｇｏ（アソビー

ゴ）」設立に携わりました。若い人もお年

寄りも、地域ぐるみのコニュニケーション

のひとつとしてサッカーを楽しむ。そんな

社会がつくれたらいいですね。

　（聞き手：携帯版「がんばれロアッソ熊

本！」スタッフ佐藤雅代）

吉野さんが運営に携わっている「阿蘇の司ビラパークホテル」内「ａｓｏｖｉｇｏ（アソビーゴ）」のサッ
カー競技場。人工芝は国立競技場と同じ硬さに調整してある。北岡さんとは学生時代からの親友。サッ
カーへの情熱は今も衰えることなく、二人の話はつきない。

北岡長生
（きたおかおさおさん）

熊本市出身。５９歳。日本電信電話公社入社。「電
電熊本サッカー部」で九州リーグに出場。県立熊本
工業サッカー部コーチや元ＮＴＴ九州サッカー部監
督、県国体選抜（成年の部）監督などを歴任。０９
年のアジア予選日本代表戦の熊本招致を成功させ
る。現在、プレーヤーとしてシニアリーグ参戦。県
サッカー協会専務理事、県体育協会常務理事。

今と未来
  阿蘇市で夢語る 

Special
Talk
特別対談
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Senior
シニア

O－50 九州予選 熊本県選抜

5 年ぶりの全国大会へ
　５月８日（土）・９日（日）の２日間、鹿児島

ふれあいスポーツランドで開催された「第９回全

国シニア（Ｏ－５０）サッカー大会九州予選」は、

九州各県から大分を除く７県が参加。熊本県選抜

が九州ブロックからわずか１枠の全国大会（鳥取

県で開催）へのキップを手に入れた。

　Ｂ組の熊本選抜は、佐賀県シニアＦＣ、沖縄県

選抜の３チームで予選リーグを行い、初戦の佐賀

県にはまさかの０－１で敗退となったが、続く沖

縄県には、１－０で勝利。

　Ｂ組代表決定戦では、佐賀県に３－０で雪辱し、

Ａ組代表の福岡・三宅・Ｄ・シニアとの決勝となっ

た。Ａ組は、福岡の他、鹿児島、宮崎といずれも

優勝候補が顔を揃えた激戦パートで、福岡県は２

勝１分けの勝点７で決勝進出となった。

　２０分ハーフという短い試合時間での決勝は、

熊本が前半８分に先制。後半も効果的な時間帯に

２点を追加し、見事３－０で福岡を下した。

　熊本県選抜は、堅い守備力で４試合での失点も

わずか１におさえた。

＜熊本県選抜メンバー表＞

会場：コカ・コーラウエストスポーツパーク他（鳥取）

6月27日（日）会場：コカ・コーラウエストスポーツパーク（鳥取）
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Futsal
フットサル

JFA ファミリーフットサルフェスティバル 2010
with KIRIN スペシャルステージ in カベッサ熊本

フットサル教室など 200人が参加

熊本県選抜メンバーが決定
九州選抜大会に出場

　５月３０日（日）、巻フットサルセンター・カベッ

サ熊本にて「ＪＦＡファミリーフットサルフェス

ティバル２０１０　ｗｉｔｈ　ＫＩＲＩＮスペ

シャルステージ　ｉｎ　カベッサ熊本」が開催さ

れた。

　このイベントは、「家族の触れ合いの場、コミュ

ニティでのスポーツ活動の機会の提供を目指し、

これまでサッカーに親しんだ事が無い人も含め

て、より多くの人々がボールを蹴る楽しみを身近

に味わえる機会を提供すること」を目的に、今年

度は全国１３ヵ所で開催される。

　今年で２回目となったこのフェスティバルも、

遠くは佐賀県からのファミリーチームも参加し、

２４チーム総勢２００名で行われた。

　当日は各チームの対戦の他、元フットサル日本

代表の相根澄さんによる「キリンフットサル教室」

や、豪華賞品が獲得できるじゃんけん大会が行わ

れた。

　また、焼きそばや馬肉を使用した肉めし、かき

氷等も販売され、５月最後の休日を存分に楽しん

だ。

 　5 月 3 日（月・祝）から開催されていた熊本

県選抜選手のセレクションの結果、以下の選手が

選抜メンバーに選出された。

　今回、選出された選手は、6 月 26 日（土）・

27日（日）沖縄県で開催される「第 7回九州選

抜フットサル大会」に熊本県選抜チームとして出

場する。

＜メンバー一覧＞

GK　鍋島　正樹（ｹﾙｹﾙ）

FP　松岡　卓（FPK/CORACAO）

FP　前田　直樹（ｹﾙｹﾙ）

FP　江藤　健生（HELMETS FC）

FP　川部　靖徳（FPK/CORACAO）

FP　鹿尾　英司（ｴﾝﾌﾚﾝﾃ熊本）

FP　五十川　貴盛（ｴﾝﾌﾚﾝﾃ熊本）※ U-23

FP　岩本　昂憲（NARU）※ U-23

FP　杉山　凌介（FPK/CORACAO）※ U-23
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郡市協会

審判

技術

第1回連絡会議開催
ホームページ開設を継続協議へ

2010/11 競技規則を改定

公認Ｃ級コーチ養成講習会
８月２日～６日  宇城市立ふれあいスポーツセンター

 5 月 29 日（土）、県協会通常総会後、「第

1回郡市協会連絡会議」が開催された。

井会長をはじめ、15 郡市・市・町協会

からの参加があり、活発な話し合いが行

われた。

 会議では主に、タスクフォース関連事

業・郡市協会 HP について協議された。

タスクフォース関連事業については、今

年度から統一フォーマットで申請を行

い、さらに充実した活動をめざしていくことが確

認された。

　また、郡市協会HPについては、どの協会から

も支持の声が上がり、今後その内容等について継

続して協議していくこととなった。

HP設置・講習会については、近日中に開催予定。

タスクフォース関連事業申請案内・申請書は、協

会ホームページに掲載している。

　国際サッカー評議会（IFBA）が３月、年次総

会をチューリッヒで開催、競技規則の一部を改正

した。改正後のルール適用は、国際的には６月１

日から。日本協会等が主催する大会は７月１日以

降のしかるべき日（遅くとも８月中）から施行す

る。

　改正されたルールは５項目。「ゴールポスト形

状」や「負傷した競技者への対応」などの解釈を

明確にした。

　なお、改正の詳細は協会ホームページに掲載し

ている。アドレスは http://kumamoto-fa.com/

　サッカーの基本的な（主な対象はＵ－１２年代）

指導ができる人材を養成することを目的に公認Ｃ

級コーチ養成講習会を開設する。

　受験資格は（１）２０１０年３月３１日に満

１８歳以上である者。（２）地域においてスポー

ツ活動を実施しているクラブやスポーツ教室で実

際に指導にあたって

いる指導者及びこれ

から指導者になろう

とするもの。（３）必

ず全日程参加できる

者。定員は最大３０

名。

　講習会は８月２日

～６日まで宇城市立

ふれあいスポーツセ

ンター（熊本宇城フッ

トボールセンター）

で実技と講義が行われる。

　申し込みは専用申込用紙に必要事項を記入、写

真貼付のうえ、返信用封筒を同封して熊本県サッ

カー協会事務局まで。７月１６日必着。

　詳しくは、協会ホームページに掲載している。

アドレスは http://kumamoto-fa.com/

＜受講料＞
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報告
通常総会

　社団法人熊本県サッカー協

会の平成 22 年度通常総会が

る 5月 29日（土）、グランメッ

セ熊本で開催された。

　開会宣言の後、資格審査・

定足数の確認等が行われ、井

薫会長の挨拶を経て、以下の

6議案について審議された。

　第 1号議案「平成 21 年度

事業報告」、第 2 号議案「平

成 21 年度収支決算」の説明

がなされた後、監事による監

査報告が行われ、異議なく承

認された。

　引き続き、第 3号議案「理

事辞職等に伴う新理事の選

任」、第 4 号議案「新公益法

人制度下における一般社団法

人への移行方針」が審議可決

された。従って、第 4号議案

の議決を受け、今後は一般社

団法人への移行作業が本格的

に進められることになる。

　さらに、第 5号議案「平成

22 年度事業計画」、第 6号議

案「平成 22 年度収支予算」

についても異議なく可決された。

　報告事項として、（1）基本構想実施計画、

（2）ねんりんピック 2011 熊本大会、（3）2　

022FIFA ワールドカップ日本招致、（4）九州サッ

カー協会等の事業計画のほか、口蹄疫流行に伴う

事業計画変更の可能性等について事務局から説明

がなされた。

　最後に、平成 22年 5月 2日に県内で発生した

試合中の「心肺停止・蘇生」事例について、AED

や心臓マッサージなどの応急処置と、冷静・迅速・

適切な措置が功を奏したことを紹介して、指導者

講習会での救急法カリキュラムの大切さをあらた

めて確認した。

一般社団法人への移行方針など承認
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